



　正徳 2 年（1712）7 月、下総国古河 7 万石
の松平信祝は、三河国吉田への所替を江戸幕


























享保 6 年 12 月に立法されたのち、翌 7 年 4









































































部直前の正徳 2 年 12 月朔日、「夜半自下谷辺
出火、依家継公命奉書到来、柳原辺防止之」、


































































　藩主信祝は、正徳 4 年 7 月 6 日に吉田を発
ち、江戸へ向かった。参勤を終え、翌 5 年 6
月 27 日に国元に戻った。表 2 に吉田藩主時
代の参勤交代を示した。7 月参勤、翌年 6 月
交代を基本に、移動に一週間前後の日数を要
している。
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府から認められ、通例より早く 4 月 4 日に吉
田に戻った。
　類焼直後の 3 月 8 日、地方役所は管轄村々
に対し、郡奉行への御機嫌窺いを命じ、同月

























































までの 6 月から 3 月に早まり、参勤が 7 月か
ら 9 月と遅くなった。
　享保 8 年 4 月 5 日から同 9 年 8 月 25 日まで、
藩主信祝は在国となった。その間の享保 9 年












































































　享保 10 年（1725）4 月 3 日、藩主信祝は
吉田に戻った。翌年 8 月 25 日までは在国で
ある。帰国早々は、領内村々役人や寺社との
面会等（34）、様々な恒例行事が重なったこと







































































































































　享保 11 年 5 月 13 日、馬見塚村の町裏 33




































































































徳 4 年 3 月に保証人や契約書の保管が義務づ










塚村では、当初の 1 名から地域別の 2 名に増
員された。その時期については不明であるが、












































　享保 6 年 8 月 18 日に「胡乱成者」に対す







強化された。享保 10 年 5 月に町裏に対し、
これまでの申渡をまとめて再令した。その内
容は、既述したように広範で、家業記載の人
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